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　春のやわらかな日差しが降り注ぎ、校庭の木々が鮮やかな新緑に包まれる季節となりました。皆

様におかれましては、ますますご清栄のこととお慶び申し上げます。また、平素より本校の教育活

動に対し、多大なるご理解とご支援を賜り、厚く御礼申し上げます。

　令和８年度は、期待と不安を胸に抱いた７４名の新入生を迎え、全校生徒２５０名で新たな年度

の歩みを力強く踏み出しました。今年で創立７２年目を迎える本校は、高知県西南部唯一の工業高

校として、これまで８千名を超える卒業生を世に送り出してきました。卒業生は地元幡多地域のみ

ならず、日本全国の産業界で活躍しており、本校の伝統の重みを改めて実感しております。

　昨年度の進路状況を振り返りますと、本校が誇る就職実績においては、生徒の人間性を高く評価

していただき、例年通り県内外の大手企業や関連企業をはじめ、多くの生徒が就職を果たしました

。公務員試験においても１４名が合格し、たゆまぬ努力が実を結んだものと考えております。また

、進学では、高知工科大学４名、高知大学１名、大阪教育大学１名の計６名の国公立大学をはじめ

とする１４名が四年制大学へ進学しました。さらに、短期大学や専門学校へもそれぞれの志望に合

わせて進学し、進路を実現しております。私たち教職員は、「工業教育をとおして社会に貢献でき

る人材育成」を念頭に、「就職してしっかり働ける人づくり、進学してしっかり学べる人づくり」

を目指しております。生徒の皆さん一人ひとりの進路実現に向け、精一杯サポートさせていただく

とともに、その先の将来を見据え、社会で貢献できる人材育成に尽力してまいります。

　さて、現代社会は、めまぐるしい速さで変化し続けています。予測困難な時代と言われる今、こ

れまでの学校生活で経験してきたような、既存の知識を蓄積し、一つの正しい答えを誰よりも早く

見つけるという学びだけでは不十分となってきました。世界は今、まだ答えのない課題や、複数の

答えが存在する複雑な問題に溢れています。過去の成功例がそのまま通用しない場面も増えており

、私たちは現代の条件に合わせて物事を再検討し、自ら新しい答えを導き出さなければなりません

。皆さんがこれから歩む道は、先人たちが歩んできた道とは異なるかもしれませんが、新しい道を

切り拓くためには、過去の歩みを教訓として学び、現在の課題を克服する力が必要です。この、新

しい時代を切り拓く力を育む指針となるのが、本校の校訓である「創意・勤勉・友愛」です。

　「創意」とは、既成概念にとらわれない、新しい発想や独創的な考え方を意味します。前述した

答えのない問いに立ち向かう際、主体的に生き抜き、新たな価値を生み出していくためには、この

「創意」が不可欠です。次に、その「創意」を支えるのが「勤勉」です。「創意」は、確かな基礎

知識や確固たる技術の上に初めて成り立つものです。技術習得のための日々の地道な努力こそが、

校訓に掲げる「勤勉」の姿に他なりません。そして「友愛」です。これは他者への深い思いやりを

持ち、相手の立場を理解して行動することを指します。人はそれぞれ異なる存在であり、その多様

性を認め合い、尊重し合うことで、安心して学び合える人間関係が築かれます。

　本校が誇る工業技術とは、単なる作業の手段ではありません。それは、人々の暮らしを支え、社

会を、そして何より人の心を豊かにするために存在するものです。「技術は人のためにある」とい

う精神を、日々の実習や学びの中で体得してください。皆さんが磨くその手、その知恵は、誰かを

笑顔にするためにあるのです。本校の７０年に及ぶ歴史と蓄積された技術は、皆さんが新しい価値

を生み出すための、最も強固な土台となるはずです。そして、技術を磨きつつ、豊かな人間性を育

み、やがては、この地域の、そして日本の産業基盤を支える人材として、大きく羽ばたいていくこ

とを期待しております。

　結びになりますが、生徒の健やかな成長のためには、ご家庭と学校、そして地域社会が手を取り

合い、信頼に基づいた連携を図ることが不可欠です。皆様には、本校の教育活動ならびに指導につ

きまして、今後ともより一層のご理解とご協力を賜りますようお願い申し上げます。この一年間が

生徒の皆さんにとって実り多き充実した一年となりますよう、密に連携し、共に歩んでまいりたい

と存じます。



夢の実現に向けて

　4月ԁ日に入学生ԁ4名を迎և、Ӽ年生80名、3年生ԃԀ名の஽૱Ӽӿ0名となり፭Ꭼ8年度がス״ー׽しまし

た。ੱኃ部として新学ৼのౡまりにဴたり、಑のഓ࿾ኬᅮを࿊め、生徒のු᎓実ଵに୶けて全ੱධࡿで౪

၏してまいります。

　ま֙、ըৰຉ学力࿊ཧと学力の୶එթのため、クラス༳ࡔになりますが、ዻyなଙ࿊Քಃ६取ၜに୶けた取

り組־を行います。また、今年度もզ学೺౫࣍ࡿಈ઄էを活ዿし、࿊ৼಀଫのଅऐにより1ՔӼ年生のզ国Քࢷէ

についてはሐड後にᇸ೺を実౮するያ࿊にしています。さらに本校は୿઄高校ということもあり、実೺のレ

ؒー׽࿓出もᆇᄣにあります。専኷ੱ科の־なら֙、ᆗྫྷੱ科でもഗ༎は出ていますので、ৼ限ၾに࿓出で

きるよう֓家࿍のሑでも、զഗ༎はiէզレؒー׽はiէと一言ฤをかけてྚけれ֯ஂいです。

　また、ը出าጴの୶එթに୶けて、一෗でも多くのॉઌೄが出ることをኬ౪し、ଁาՔཛ௅Քວ༄のሻ౱にဖ

めています。ద年度は、ଵӼ年生からӼ3名、ଵ3年生からӼԃ名、஽૱ӿӼ名のॉઌೄがおり、学校全体のお

よ֜30Ӯにものֻります。これは生徒本෗のဖ力もさることながら、֓家࿍での੤力があってのものです。

࢑࿵の日は少しວく家を出るようฤॿけをしていただき、また体ྔ৉ጫにも気をつけていただけれ֯と౩い

ます。ྋのショーؐ׽ーؕから全ࡿが顔を໛և、1時間ኬの೨઄に入っていくことで、ጜ֠ཧいた学೺ৄ੩が

॰ᇱされ、実೺့での़पのሻ౱や学力୶එにもつながるとணևています。

　௻後に、ଁาする場஽やಈගがあってཛ௅をするときなどは、ᅢ֙ᇱ୦ೄのሑがզす֏ーるէ့で学校にᎌ

ጛをいただけるよう஽わ֚て֓੤力をお৪いいたします。

教務部

Ҧ　ৰຉ学力の࿊ཧと学力の୶එを෨る

　1ӸӨ೨઄時間の॰ᇱと充実

　　ԱӸԔԍԣを活ዿした೨઄の෮ුӲ生徒にわかる೨઄の࿶्Ք୰्೨઄の実౮Ӵ

　　ԲӸӿ0ᇀ間のዛ୲ጦዿ

　ӼӸ中ထ༄学ೄのሻ౱とଁ࿾ᇱዛೄのଲ少

ҧ　出าጴの୶එを෨る

　1ӸクラスᇓઍԃԃӮࡒඑの出าጴをኬ౪す

　ӼӸॉઌೄのໃइをኬ౪す

　3Ӹଁา、ཛ௅、ວ༄のሻ౱にဖめる

Ҩ　ࡊ全ੱ育の࿮࿌

　1Ӹ実೺Ք実ଫਸֲ体育時における़पのሻ౱



自分はどんな人生を歩んでいきたいか？ 進路指導部

　令和７年７月末に、厚生労働省が発表した全国の高卒新卒求人倍率は3.69倍となっており、本校を

訪れる企業の方々からも工業高校生がほしい、育てたい、という声を多く聞きます。20数年程前に高

校を卒業した世代からは考えられないくらい、就職先の選択肢は広がっています。もちろん、企業が

、いくら人が欲しいと言っても、誰でもいい訳ではなく、入社への熱い思いがあるか、高校時代に努

力してきた人物かどうか、自分の考えがきちんと伝えられるかどうか、などが問われます。

　大学を卒業して就職した場合と、高卒の場合では、生涯賃金は大卒の方が4000～6000万円多いとい

うデータがあります。しかし、よく考えないまま大学生活を過ごしてしまうのか、高卒と同じ枠の職

種に就く学生もいるそうです。4年間働いていたら、それなりの技術が身についているでしょうし、

その間の学費を考えると、残念なことに思えます。

　高校卒業後、就職するのか進学するのかを選ぶのは自分です。本当にそれをやりたいのか、なぜそ

れをやりたいのか、そしてそれは、そこでできることなのか、考えに考えて進路選択をしてください

。何がしたいか分からない人、社会で今どんなことが足りていなくて、必要とされていることなのか

、探して、その中で自分ができると思うことを選んでください。就職・進学いずれにしても、10年後

の自分をイメージしてみること、自分がこの先どんな人生を歩んでいきたいかと考えることが、進路

について考えることのスタートになります。目標を定め、それを達成できるように努力をしましょう

。

安全に安心した学校生活を送るために 生徒指導部

　新年度がスタートし、早くも１ケ月が過ぎようとしています。みなさんも、新しい生活にも慣れて

きた頃かと思いますが、改めて「安全」と「安心」について考えてみましょう。

●「安全」を守るために

　明日という日は、誰にでも当たり前に来るわけではありません。みなさんが乗っている原付バイク

で事故が起これば、簡単に命が絶たれ、または奪う危険性があります。利用者は交通違反がないよう

に安全運転を心がけてください。特にスピードの出しすぎ、車間距離の詰めすぎ、一時停止違反など

、危険な運転はしないようにしてください。

　自転車についても、2026年からは16歳以上を対象とした「青切符」による反則金制度が本格的に運

用されています。信号無視や一時不停止、スマートフォンを使用しながらの「ながら運転」などは取

り締まりの対象です。「自分くらいは大丈夫」という甘い考えが、重大な事故や法的責任に繋がりま

す。利用者は、常に「被害者」・「加害者」にならないためにも、責任を持って安全運転に心がけて

ください。

●「安心」出来る場をつくるために

　つぎに「安心」です。学校は誰もが安心して生活ができる場でなくてはなりません。そのためには

、一人一人が思いやりの心を持ち、周りの人に迷惑をかけないような行動をとってください。また、

「いじめ」は、絶対に許しません。自分はいじめをしていないと思っていても、相手がいじめを受け

たと思った時点で、いじめに該当します。自分の発言や行動に十分に気を付けてください。

　宿毛工業高校の３年間で培った知識や経験を君たちの将来に繋げるためにも、一人一人が「安全に

安心した学校生活」を心がけてください。



◆　令和８年度　入学式 ・ 着任式 ・ 対面式　◆

　本年度は７４名が入学しました。校長先生による入学許可の後、東中学校出身の電気科　岡本さんによる宣
誓が行われました。緊張する場面の中、力強く今後への抱負を述べてくれました。
　高校生活というのは、あっという間に過ぎていきます。3年間という限られた時間を悔いを残さぬよう懸命に
駆け抜けてください。

～入学式～

～新入生仲間づくり活動～

～対面式～

～部活動紹介～
　対面式に引き続き、部活動紹介が行われました。本校に
は体育系１１、文化系１0とたくさんの部活動があり、例年
四国大会や全国大会などに数多くの生徒が出場していま
す。3年間取り組める活動を見つけ、充実した高校生活に
しましょう。

　4月8日、在校生と新入生の対面式が行われました。生徒会長の3年建設科建築専攻の野中碧さんの歓迎
の言葉の後、1年建設科土木専攻　米津さんが新入生を代表して決意の言葉を述べてくれました。また記念樹
として各クラスに観葉植物が送られました。3年間ともに成長していってください。

　４月１４日、お互いの顔と名前が一致しきらない状態ですが、新入生が幡多青少年の家で親睦を深める活
動を行いました。午前中は、火起こしから行うカレー作り、午後はレクリエーションを行い、活動の中でこれ
まで話すことができなかった生徒同士で、コミュニケーションをとることができたようです。




